







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































往昔香といひしハあわせ香 て薫物の事也中古よ 加羅をもて遊ひ薫の賞翫うすくな たり後世ハ香といえ





































































或人三十六町を一里と 事ハ鯉鱗ハかしらより尾に至りて三十六有鯉 里 れハ是をかたとりて 十六丁を一里とすといえり按する 是かならす正説にあ す附会の説なるへし夫天
ニ
二十八宿地に三十六禽あり地


































































































































































































































































































































































































































































































【解説】　『小窓間語』 （小窓閑語）の版本と写本と　『小窓間語』の版本は、 序、四巻百四十五条の目録、鈴木忠侯識の例言を持ち、その序には「寛政庚戌季冬」とあることから寛政二年（一七九〇）刊とされる。これは内閣文庫新蔵のものも国文学研究資料館のものも全く同じである。写本は『小窓閑語』或は『小窓間語』と記し、可能な限り比較検討を試みた結果、所収記事 有無を表に示した。Ａ欄の版 には記事（記載する事柄）を一か
ら百四十五までの漢数字で条数として通して示しているので、その漢数字を表においてもそのまま付した。Ｂ欄Ｃ欄Ｄ欄は写本である。Ｂ 静嘉堂文庫本のみ序と例言を記すが、他の写本は序、目録、例言などは記さず直に記事を記す。Ｃの大阪市大
  森文庫本のみ「寛政五年癸丑夏五月中
旬伏屋弘綱写之」の奥書を持つ。寛政五年（一七九三）といえば寛政二年の版本刊行後三年 ある。問題は書写時を記さないＢ欄の写本 ある。もしかしたら写本のうち どれかが版本の元になっているの はないか 疑いはぬぐえない。　
静嘉堂文庫本も刈谷図書館本も一四五条に渉る記事は版
本に同じで図版なども同じ様である。同じ刈谷図書館にある村上文庫本は百廿五条を欠き、百廿七条に 籍の寸法図も欠くし、百八条を欠く東大本は版 元になり得が、 記事が揃って る二本について 用心せねば らないその一つ刈谷図書館本は、半丁 十行の行数また一行 字数も版本とほぼ同じである。記事は忠実に書写しようという意図はあるが、巻立ても く 記事の初めから四十四条までは条数を後に挿入する積りであったものか書 入れるスペースはとりな ら入れずじまい 四十五条からは○印のみ付すといういかにも不完全な 写の様相を示してる。　
残る静嘉堂文庫本であるが、序と例言を記し、漢数字で






































七十一七十六十九六十八六十七六十六六十五六十四六十三六十二六十一六十五十九五十八五十七五十六五十五五十四五十三五十二五十一五十四十九四十八四十七四十六四十五四十四四十三四十二四十一四十三十九三十八三十七三十六三十五三十四三十三三十二三十一三十 二十九二十八二十七二十六二十五二十四二十三二十二二十一二十十九十八十七十六十五十四十三十二十一十 九 八 七 六 五 四 三 二 一
記事番号
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 版本　寛政２年（1790）刊　小窓間語（国文学研究資料館） Ａ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写本　静嘉堂文庫　小窓閑語
Ｂ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写本　刈谷図書館　小窓間語
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写本　刈谷図書館　村上文庫　小窓閑語
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写本　東大史料編纂所　小窓間語
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ × 写本　大阪市大 森文庫　寛政５年（1793）　小窓間語　伏屋弘綱写
Ｃ
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ × 写本　蓬左文庫 続学舎叢書 小寺玉晁写　小窓間語
× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × ○ ○ × 写本　新潟大 佐野文庫 寛政８年（1796）　小窓間語 Ｄ
百四十五百四十四百四十三百四十二百四十一百四十百三十九百三十八百三十七百三十六百三十五百三十四百三十三百三十二百三十一百三十百廿九百廿八百廿七百廿六百廿五百廿四百廿三百廿二百廿一百廿百十九百十八百十七百十六百十五百十四百十三百十二百十一百十百九百八百七百六百五百四百三 百二百一百 九十九九十八九十七九十六九十五九十四九十三九十二九十一九十八十九八十八八十七八十六八十五八十四八十三八十二八十一八十七十九七十八七十七七十六七十五七十四七十三七十二
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ × × ×
○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ × × ×
× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
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を欠くのもこの二本のみである（表中の◌印） 。とすると、小寺玉晁は伏屋弘綱のものを書き写すことに専念して他本は見なかった である。そ 根拠となる具体的な例は多いが、今その顕著なも をとり出す 、版本と森文庫本（伏屋弘綱書写）共に同文 ものを続学舎叢書（小寺玉晁書写）は
七十一七十六十九六十八六十七六十六六十五六十四六十三六十二六十一六十五十九五十八五十七五十六五十五五十四五十三五十二五十一五十四十九四十八四十七四十六四十五四十四四十三四十二四十一四十三十九三十八三十七三十六三十五三十四三十三三十二三十一三十 二十九二十八二十七二十六二十五二十四二十三二十二二十一二十十九十八十七十六十五十四十三十二十一十 九 八 七 六 五 四 三 二 一
記事番号
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 版本　寛政２年（1790）刊　小窓間語（国文学研究資料館） Ａ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写本　静嘉堂文庫　小窓閑語
Ｂ
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写本　刈谷図書館　小窓間語
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写本　刈谷図書館　村上文庫　小窓閑語
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写本　東大史料編纂所　小窓間語
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ × 写本　大阪市大 森文庫　寛政５年（1793）　小窓間語　伏屋弘綱写
Ｃ
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ × 写本　蓬左文庫 続学舎叢書 小寺玉晁写　小窓間語
× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × ○ ○ × 写本　新潟大 佐野文庫 寛政８年（1796）　小窓間語 Ｄ
百四十五百四十四百四十三百四十二百四十一百四十百三十九百三十八百三十七百三十六百三十五百三十四百三十三百三十二百三十一百三十百廿九百廿八百廿七百廿六百廿五百廿四百廿三百廿二百廿一百廿百十九百十八百十七百十六百十五百十四百十三百十二百十一百十百九百八百七百六百五百四百三 百二百一百 九十九九十八九十七九十六九十五九十四九十三九十二九十一九十八十九八十八八十七八十六八十五八十四八十三八十二八十一八十七十九七十八七十七七十六七十五七十四七十三七十二
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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のような単純な誤写と思われるものもあり、 「あやめ に付した「もやうのあやめにあらす」 （
61オ）の説明も森文
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